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ク ロ ア ナ バ チ Sphex　umbrosus 　CR 甌 ST の

生 活史 特に そ の 幼蟲期及び 蛹期 に 就い て

　　　　　　　　　　　 ．藤 　　 菘 　　　 馨

　　　　　　　　　　　　（耳｛可ヒ帝國 大 學生 物些篝教室 ＞

O！　THE 工．【FE −HISTORY 　OF 　SP 丑五ぽ Ci
’
MBR 　OSU ，St　CHRIST ，

　ESPECIALLY

　　　　　　ON 　THE 　LARVAI ．　AKD 　 THI 】PUPAL 　STAGES ．

　　　　　　　　　　　　 B・yKAORu 　BLLTJrll【ATsu ，

　　Sphex 屬 の 穴 蜂は特異な習性 を有するため古 くよ り糊察者 の 注意 を惹き．

LH ・FABRE の 昆蟲記 を初 め と して興味 ある報告が 少 く ない 。本邦 に 於て も

棚 嫻 吻 ・Z醜 鼠 肋
・
・，・・顧 諏 卿 瀧 幡 翻 ・呶 ＆ ・・漁 ・

・sus 等 の 穴蜂 に 就 を既に

桝 田，常木 ， 島瀉，飯田 ， 生島，岩 田等の 諸氏 の 觀察が あ り， 夫 A の 轡性の 一

斑が 明 らか に されて 居 る。此處 比述ぺ る ク ・ ア ナ バ チ Sphex　1｛mb7
’
OSUS 　 CHRI，sTr

は 亜 紬亞 の 東南部 に廣 く分布し ， 本 邦内地 で は 極 く普通 に 見 られる穴蜂 で ある。

筆者は數年前新潟縣直江 津町 の 荒 川岸 に 於 て ク ロ ア ナ バ チ の 群棲地 を發見 し
Jre

が 爾來時折その 地 を訪れ そ の 生活史を槻察 し， 叉 そ の 寄生蠅 の 習性 を も明か に

するこ とが 出來た。 ク ロ ア ナ バ チ の 成蟲 の 習性 に 就 い て は既に 岩 田氏 の 詳 しVO

槻察が あ る の で
， 此處で はそれ を略記 する に 止 め主 と して 幼蟲期 及び蛹期 に 就

い て 述ぺ る こ ととす る。徇寄生 蠅 に 關 して は稿を別に して報告す る こ と に す る。

　　　　　　　　　　　　　 成 蟲 の 習 性

　　約 1 年間 を地下 の 繭の 中で 過 した幼蟲 は眞夏 の 候 となつ て 蛹化 し訳V ・で 成

蟲 とな り繭を破 つ て 筌中に 飛び 出す。朋 化 に 際 して は 先 づ 薄 い 蛹皮 を破 め去 り，

次 い で鋭 V ・大腮 を以 て 繭の 上端を圜形 に 食ひ・破 り脱出する。 昭和 11年の 野外觀

察竝 に飼育 の 結果 に 依 る と，羽化の 期鬪 は 7 月27 日に 始 珍 8 月下 句迄綾 き，その

中 8月上 旬に 於て最多數の 羽 化 が認 め られ た
。 朋 化時刻は 早朝で 午前 6時頃

が最 も多 い
。 交尾が経る と雌蜂は間 も無 く誉集 に 取掛か る。ク ロ ア ナ パ チ が最

も好 ん で巣を作 る場所は河岸で 日當 りが 良 く又 排水 の 極 め で良好 な土 地 で あつ

た。 狹 い 場所に數十繭の 欠蜂が集 り， 各 白の 仕事は 孤獨的で 共同作葉は しなV ・

が ・ 逓 の ・。1・・y の嫡 を黻 す る。 穴難 前脚汰 蹴 巧 み に用 位 地 下

’
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に 坑道 を穿 つ
。 巣の 坑道に は 變異が あ る が

， 多 くの 場合次 の 3 段 に 區分する こ と

7bSt｛t來る。入 口 よ i）入 る題路は勾配 が 極め て 綏 く， S〜10cm 入 つ て 急 に 下方 に 曲

折 し 艮 〜 17cm 行 つ て 再 び 勾配は綏 くな ll， 更 に 5〜IOcm 進 ん で 巣室に逋す

る。集室は 地表 よ り 15 −− 2Vam の 深 きの 處 に あ ）， 卵形の 部屋で 高さ 2．5〜3．5

cm 、奥行 4．O〜5．OCnlt 幅 2、5〜＄．Ocm で あ る。第 1 の 巣室 に獲物 を貯 へ 経れば

そ の 入 口 を土 砂で 塞 ぎ更 に 策 2
， 第 3 の 集蚩 を第 1 の 集室の 近 くに 作 る． 徇災

の 入 口の 雨側に は奥行 3〜4cm の 淺 V ・側 孔が 各 1 佃 づ S作 られ る。巣室が 出來

上 ると次 に 幼蟲 の 食物 とな る べ き　L 。cusgidae に 屬す る芭翅類 を狩 りに 出掛 け

る。穴蜂 は 草叢 の 中を葉か ら葉へ と滑る様に して 渡歩き， 獲物を見付ける と矢

庭 に 飛び掛か り尾端 の 針 で刺 して こ れ を庫［1酢 せ しめ る。 麻酔手術 が 経 る とそ の

上 に馬乘 りに な り觸角を大腮 で しつ か り啣 へ て その 鑑塞 中に飛び上 b まつ しぐ

．ら に 檗 に 持睇 る
。 巣の 前迄來 る と

一
旦 必 す獲物を放置 し．災 の 入 口 を開 い て 集

中に 入つ て 行 く。 問 も無 く再 び姿 を現 し ， 獲物の 觸角 を啣 へ て 巣 rl」に 引入 れる。

穴蜂 は最初 に 引 入れ た獲物の ．ヒに 1 個 の 卵 を産付 し 　徇幼蟲 1 頭分の 食糧 と し

て 6，7 頭 の 獲物 をそ の 傍 に 用意 して 巣室 を閉塞す る。そ の 6，7 頭 の 獲物を貯

へ る に 天氣 さへ 良けれ ば 1El の 中に搬入 して 仕舞ふ が ， 強風が吹 い た り雨が 降

つ た り して 狩の 作業が妨 げられ る と 2 日 も3Et もか 玉 る こ とが ある 。

　　獲物 と して 巣中 に 貯へ られ る め は何れ も Lecustid　i．　e の もの 許 b で あ る．

咋年夏約50個 の 災室 を發掘 して 調査 した結果獲物め種類は次 の 5種 で あつ た。

−

り一

34

凸

ゴ
O

以 上 の 中ク サ キ リが 最 も多 く獲物總數の 約 8 割 を占め て 居た。

に 貯 へ られ る ク サ
子りには體色の 黄緑色の もの と責褐色 の もの とがあ り夊 雌雄

の 別， 幼蟲成蟲 の 差 に 依 つ て 選 り好み され る こ とは ない 樣 で ある
。 觀察は 8 月

一ヒ旬
’
よ り下旬 に亙 1）行 はれた が， 上句に搬入 せ られ た もの は幼蟲 が多 く下旬 に

な る ｝r脚 麟 の 方が 多 く
．
な 鞭 騨

‘見 られた・ 硫 ゆ 塀 rの 鮪 購 ふ

當然 の 結果で あ ら う。 ウ マ オ ヒ も幼蟲竝 に 成蟲の 雌雄 が見 られ たが その 數は多

ク サ キ リ Homoeoeo7・Yl）h・1，．s　l・i・ibeosus 　WK ．

ウ v オ ヒ He．vaec −
7uto

’
u “

’
ゴ‘q，o観 c嗣 工“・LRXI

一

セ ス ヂ ツ ユ ム シ Duceticcゴalコonica 　T ｝珊 NB

エ ゾ ツ ユ ム シ 」随 粥 α11翩 雄 師 脇
〜，PO 砌 疲 9 ）［．4TS ・et　 SlIrR・

サ サ キ リの 一種 」黝 1曜 σ％ Sl）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 獲物 と して 巣中
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くなか つ た。 セ ス ヂ ツ ＝ ・・ム ジ は更に 少 く， エ ヅ ツ X ム シ 及 び サ サ キ リの 一種 に

至 つ て は各雌威蟲 1 頭 を見出 した だ けで あつ た e 岩 田氏 は ク ロ ア ナ パ チ の 獲物

と して ク サ キ リ，
セ ス ヂ ツ ユ ム シ

， ツ ユ ム シ
， 及び ク ダ マ キ ダ マ シ を擧 げて 居

る が ， こ れ に筆審の 槻察の結果 を補ふ と 該陲の 獲 物と して は 7 種 三岡明
1
して 居 る

こ と に な る。1 巣室 に貯 へ られ る獲物 の 數は普通 6， 7頭 で ある が 時 に よ ると 10 、

頭近 くも貯 へ られ る こ とが ある。 獲物は集蜜内に腹面 を上 に して 置かれ 何れ も

頭部 を揃 へ
， 尾端を奥室 の 入 口 の 方に 向けて 居る

。 獲物は穴蜂 に 刺 され運動 中

樞 の 麻痺 を來 し昏睡 を績 ける。 然 し決 して 死 ん で 居 るの で は な く， その證 據 に

蟲の 腹部は輕 く皷動 を績け ， 時 煮 觸角 ，
口 器等 を動か し 又 糞塊 を排出する、

1
こ

の 儘の 状態で 放置 し て も 3 迥聞位は 良 く生命 を保 つ こ と が 出來る D

　　　　　　　　　　　　　　　　 卵

　　
1
卵は バ ナ ナ 欣で 長さ 3．8niiii

， 巾 O．9mm で 全體黄 白色 で あ る。卵 は最初 に

巣室 に搬入せ られた獲物 に だ け蓙付せ られ る q 邸ち 1 巣室に産付せ られ る 卵は

夫
一k1 個だ けで あ る。卵の 産付せ られ る位置は 一定 して 居 り常 に獲物の前 中脚

の 1匍で
， 其處 に 卵 の

」
端が 1廖着され る。その 部分は 穴蜂 に よつ て 刺 さ．れ て 麻痺

の 完垂に 効 い て 居る處で あ る。卵の 産付 された獲物 は多 くの 場合數頭 の 獲物の

中央 に置かれ て あ る。

　　　　　　　　　　　　　 幼　 　 　　 蟲

　　卵は産下 後 2〜3 日で 孵化す る。 こ の 際獲物の 體壁 に 膠着 して 居 る部分の

．

卵轂が 破 られ 其處か ら幼蟲 の 頭 が 出る。 幼巓は その 儘の 位置で 獲物の 體壁 を食

ひ破 り體液 を攝取 し飽 くこ とな壱貪食 を績け 2〜3 日 ：C して 第 ユの 獲物を食ひ

盡す。 第 1の 獲物で は卵の 附着 し て居 た部分皀卩ち麻痺の 最 も効 い て 居 る部分 よ

り食ぴ付 き次第に頭部腹蔀 へ と進ん で 行 くc 第 ユ の 獲物を食ひ 盡 す と直ち va第

2 の 獲物 に 移 る が こ の 場合 に は頸か らで も腹か らで も食 ぴ付V ・て 行 き そ の 位置

は一定 しない 。 幼蟲 は獲勃の 體液 内臟等 をす っ か り食ひ 蠱す の で 殘骸 は外骨骼

及び脚部
’
・翅 だけで あ る。 獲物が充分成熟 しfe　9 で あれ ば そo 體内 に あ る 卵粒

は食はれ る こ とな く殘骸と して殘 る。 幼蟲が孵 化 して か ら充 分成熟 して 繭を作

る迄 vaPtする期 間は シ ヤ
ー

レ ー
’
中に 試み た飼育の 結果に依 る と 5旧 内外であ 多e

　　孵化當時の 幼蟲は醴長 Amm で 體の 後方 は膨れ て 居 る∴ 成熟せ る幼蟲は長

さ 一35iim
， 巾な廣 き部で ユ伽 m 内外 で ある。頭 部は體 に 比

’
じ著 し く小 形1 體節
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’
は 13節を數 へ その 中 窃節は胸部 r ユ  節

は腹部 に 當 る。幼蟲は無脚の 虫［獣 で 少

しく背腹 に 膈平，體の 薊方は翻 く， 後

方 は太 くして 丸味 を帶ぴ る。體色は乳

白色で あ る が 繭を作 砂繆つ た もの は黄

色とな る。

　　 頭部は 前面 よ り見 る時は 圓形 に 近

く長 さ 2，01nm
， 巾 1．7mm 内外で あ る．

顏面の 中央兩側 に 八 宇形 をなす 1 對 の

lateral　 furrovvが あ る。　 Iater氾 fUl’1’osv

の 下端近 くに 鼬ntem 瓢 rudiment が あ

り， 圓形 を呈 しその 中央 に は 微小な 3

個の 小輪が相接 して 居 る。そ の 下方 は

額片 （clypeus ） で 上 唇 （labrum ） と

は判然 と境 され て 居 る
。 額片 は 上簪 と

境す る に 略直線 をな し， そ の 遊離せ

る前縁は 2 個の 弧 を置 き中央 は凹 入 し

て 居 る。大腮 （mandible ）は額片及 び

上 唇の 下 方に位 置 し，外 部 よ りは その

側 部 と先端が 見 られ る。大腮 ぱ黒褐色

で 先 端鏡 く尖 り約 5 個 の鋸齒 を具 へ そ

の 中前方の 3 個は銑 く尖 つ て 居 る。小

腮（maxilla ）は頭 都 の 下 方 ， 下唇 （labL−

Uln ）の 雨 1則に 位置す る。圓柱駄の もの

に して 2節 を數へ 縟 られ，先端 に は 2

個の 福色突起 を有 し， 下 節の 上 部 よ ゆ1 本の 太 き剛毛 を生 曳 　下唇 は最 も下方

に 位置 し ， 大形 に して その 前端は大腮， 小隠 よ りも前方 に進 出する qT 下唇の 前

端 に は横 に 裂 目をなせ る絹絲腺 の 開 rlが あ る。 その 下 方兩側 に 膨出部あ り各 1

個の 褐色突起 を具ふ。

　　胸 部第 1 節は皺襞 に よ り Ω節の 如 く見え る。 第 1節は細 く；以 下後箘 に な
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劔

監
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s 【、

Allt

L’

．

（

1．幼蟲 頭 部 。

2Q

り
4」

5
倉
◎

第　　　　2

　 　 x 　 17

Au も．　 ante 【inal 　rudiinellt ，　Lat ，　lateral　furrow，

Clp．額　片　　　，　　　
’Lm ・

Md ．大 腮 　 ， 　 　
’
Mx ，

Lb．下 唇 　 ・ 　 SiL

大 　　腮 。　　　　 x 　30 』

ノ亅、　　　皿思o 　　　　　　　　×　　30

：　nte1uial 　rudi1 ］letlto 　　　　　X 　　「JO

額 片 及 び 上 唇 o 　　 x 　30
’

下　　孱。　　　　 x 　30

一ヒ　 唇

小 　 腮 、

絹 絲 糠 の 開 口

る に隨 ひ次第 に 太 く．な ウ第 7
，
8，9 飾 の 部最 も巾廣 くそ の 後節は 再び細 くなる。

腹部は最後の 2 篩を除き腹面 兩倶1に 灘 ventr ・−1・te・a ユ suture 　 tcよ り側方 に 膨

出せ る 部即ち epipleural ！obe を形成 す る。 こ の 膨出部 は營繭後 に な の更 に判然

とな る．、氣門 は第 2
， 第 a 擺 阪 び第 ・〜第 8鱒 の 醐 略 1蹄 し

，、
第

’
1

胸篩及び雖 の 2 優 行は氣門 を卸ミく． 氣門は槲 煙 そ の 周 圍は キ チ ン 箪の P・ ri −

treme
』
に よ り園ま れ各 節背面 の 前側方に 位置す る。體の 背腹 の 正 中線に 各 1 本

の 暗色條が 見 られ る 。 肛 門は最終節腹面 に 横裂 をな し て 開 口 し．．その lkさ約

2皿 皿 であ る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　繭

　　幼蟲 は そ の 1頭 分の 食糧 と して 用 意 され た獲物 を食ひ 譜 す頃 と なれ ば體は

充 分 に成熟 しその 皮膚は稍透明 な黄色とな り晦 も無 く營繭に 取 昼壬か る もの な る

を示 す。營騨に 課 して は甄 1祁を盛 に 上 下 左右 に勁か し絹絲 を 張渡 して 足撈 を作

珍次第 に 向らを絹絲網の 中に 捌ぢ込 め て 行 く搬子 は蠶の 場介と 同様で ある。繭

は茶謁色．橢M 形 ：c して 上端は 鈍剛，下端 iま纔 に 尖 る。 繭の 下端の 形欺 は憫體

に 依 り變異多 く 中に は 著 し く尖れ る もの あ り．叉 殆 ど鈍 圓 を呈 す る もの もあ

る．7 月下 旬地 下 よ り掘 出 した繭♀ 7 個． 6 耐陥 で 就い て測定 した 3ド均は次の

如 くな る 力埠 を包 む繭は 一般 ：U　9 の もの よ り大形 で あ る。

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 繭 長 ’t：1　　　 繭 短 徑

　 　 　 　 　　 　 　 　 ．？　　　　 3．82Cltb，　　　　 工26 　Cm ．

　 　 　 　 　　 　 　 　 ♂　　　　3．14　 ” 　　　　 O．97　 厂’

　　　　　　　　　　　　　　　　　繭の 構造 を檢 す るに 3暦 よ りな り， 外暦

　　 　　は黄褐色 の 絹絲居 ． 1｛」 贋は外層 よ IJも緻密な

　　 　　絹絲暦で それか ら容易 に 劒離す る こ と が 出來

　　 d　 る。最内居 は 漆 状層 で 中1i蚤を裏打 して 塗付け
　 a

　　 　　られ7eもの で ある。ζの 漆状屈は薨1叢褐色で 光

　　 　　澤 を有 し濕氣 を防 ぐ川 きなす。繭 の 下端 に は

　　 　　小 さな部 屋が區切 られ て 居 り，こ の 中に団 く

　　 　　なつ た糞塊が誌 め られ て あ る。幼蟲は孵化 よ
　b
　　 　　 り營繭 に 至 る迄固形 の 排泄物 を全 然出 さな い

　　 　　が 愈繭 を
・造 り絡 つ た時 それ 迄體内に 貯 へ て 居

　　 　　た 糞を
一
時 に 排 出 して

， その 一ヒを塗込め小 さ

　　 　　な部屋 を區切 る の で ある。繭の外 ，中屠は幼

　　 　　蟲 の 絹絲腺 に 山來す る こ と は明 らか で あ る

　　 　　が ，最内居の 漆1μこ層・
は淌 化 管 よ 砂禺され る も

　
『

第 鏑 融 の 縱 鯛 　 の と 言脈 て 居 る・繭の 冊 及 び 帽 礎 る

　　　　諱 　 醤　
に 1 日 をeeし膝 蠍 造 る に は糾 聴

　　　
”
c，内　　　 IN　　　　普通 2 日あれ ば繭は完成 され る・幼蟲は狹 い

　　　　d・幼　　　 蟲 ・　　 ．繭の 中に あ つ て も容易 に 體 の 方向 を轉換す る

　 　 　 　 e．糞　　　　塊

　　　　　　　　　　　　　　　 こ とが 出來 る。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

藤松 馨 ・ ク ・ ア tL　・・　rf の 生 活 史陛芋に そ の 幼蟲期及 び 蛹期 に 就 ・
・
て 呂お

　　　　　　　　　　　　　　　　　蛹

　　幼蟲 は繭を造 印絶 る と その 優休眠 し，翌年7 月上 旬 よ り下旬 にか けて蛹 化す

る 。 幼蝨は黄色で 背腹に扁干 で あ るが 蛹化 の 庫前 となれ ば前方の 4，δ節 は 俸厭

に膨れ 腹方 に 彎曲す る。 術體 の 後方 も丸味 を帶び 多 くの 皺襞 を生する。蛹 化 に

際 して は
・
先づ幼巌皮 の 頭部 に 近 く割目 を生 じ蛹の 頭部が 先づ 現 れ 次 い で 胸郡 が

出る。 蛹は腹部 を前後左右に運動せ しめなが ら脱皮 を経る。晩 ぎ捨 て られ た懲

皮は著 しく短縮 して蛹 の 尾端 に 置かれ るtr蛹化 に際 し幼蟲の 體 形が 變 り始 め て

よ り蛹が眈皮 し絡 る迄 に 1へ20 を要す る c 蛹 の 大 さは ♀ δ各 5 頭 に 就 き渕定
』
した

7F
均は次 の如 く， 9は 6　iqirし大で ある。

　　 　　 　　　 　　 　　 　　 蛹の 授 さ 　 　 蜥 の 幅

　 ，　　　　　　　　　　　　　 ♀　　　　　　　2．90　Cln ．　　　　　　0，88　CBtt．

　　 　　 　　　 　　 ♂
』
　　　　　　2．31　　〃 　　　　　　　O．72　　rr

　　蛹の 頭部 は頭頂に 2對の 突起 が あ IJ
， そ の 中上方 の もの は大 で 毛歌炎起 を密

生す る．叉 複隅 の 上縁近 くに も數個 Q小 突起 が あ る 。 觸 角 は 長大 で その 外側 に は

毛瓶突起 を裝ふ 。上 唇の 下縁 は 中央部凹 入

す る 。 大腮は大で基部外方 に小突起 を有す。

ノ1、E思は ，k田長 く’i・H思鬚 （INrax
’i］1ftry　p乱lpus）　を

具 へ
， 下 唇は舌 （gl・ssa），副舌 （parabglossa）

等 を判然 と區別す る こ とが 出來る 。 脚 は ：1

對折dz［Hlつ て 後方 に 向ひ後脚 の 末端 は1愎部

の 末端 に逮す る。各脚 に は 多 くの 小 突起 を

裝 ふ 。

　　 腹部の 5 節は兩側に夫 k1 つ の 突起 を

有す。 9の 腹郵末端 に は産卵管が見 られ叉

．δに 於て は交尾器の 分化が認 め られ る。晩

皮當時 の 蛹 は黄白色で あるが數 日を經 ると

最初 に梅眼 が 赤褐色とな り後紫 黒 色 と な

る。
．
軈 て 顔面，大腮， 口 吻，

’
觸角の 基部 等

が 着 色 し更 に
一・・兩 日を過 ぎ ると胸部が黒色

となる．羽化直前 に 至れば體 ぱ黒色 ， 觸角

Lm

A 置聰t

部頭の蛹圖哇

片

腮

鬚

舌

　

　

腮
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大

小

醐

゜
°
μ

Φ

珮

猛
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五

∬

P
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鬚
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一 卷 髯； 五 號

蛹 の 内部 剛 殊 た 謂 躍 踊 皮 よ り離れ る燃 陂 齢 色 とな り一 1賄 1醐朔 の 突

起 は褐色 とな り萎縮す る． 蛹化 の 時 期 は 【5月下旬 よ り7 月下 旬 に 亙 り、そ の 中

7 月上 ．中旬 に 蛹化 す る もの が 最 も多 い ． 蛹期闇 は室内飼育の 結果で は 2〜3

週問で あ る ，

　　　　　　　　
’
　　　　　 週 　年 經 過

　　昭和 U 年度 の 觀察 に 基き ク ロ ア ナ バ チ の週年經邇 を表示 す れば 次 の 如 くな

る。

1 ♪1
上 rド下

2 月
上 中 下

■
3 ∫j

上 巾 下

4 凹

斯 L副 晶
7 置

上 r卜下

8 邦

上 中下

9 月

上中 下 1上 中下

llo丿」 11月
上 中下

12月
一ヒ中 下

句 旬 旬 旬 旬 旬 i旬 旬 句 」旬 旬 旬
し

句 旬 旬
゜
旬 旬 甸

　 　 　 ；
句 旬 旬 句 句旬 旬喇 筋 旬 旬 旬 旬 旬旬旬

一｝一＿＿＿1＿＿＿1− ｝　．一一一1＿一一一＿一 E
5 oooQO
5 ÷ 十 十 十 十 十 十

i 1 ● ● ● ● ●

亀
r ： ｝ ｛ ｝｝一＿＿＿」＿＿＿一一一 ＿一一

　　　　　　　　　　　 一
は 幼蟲，○ は 鯒，＋ は 成蟲，● は 卵

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　卵期 は約 2 日，蛹期 は約 3 迥間，成蟲 の 粥 化 して か ら産卵迄 の 期間は 2〜》

邇 間で ある 故 1 年 の 大部分は幼蟲態 で 過 す こ ととなる。 叉 上表 に 依 り明 らか な

る如 く8 月に ク ロ ア ナ バ チ の 棲息地 を訪れ ば 卵，幼蟲 ， 蛹，成蟲等 の 各期 を遞

じて 觀察す る

’
こ と が 出來る。

　　終 に御校閲 を賜 つ た理 學博士 朴澤三 二先生竝 に 直翅 類 の 種 名に就 き御教示

を仰 い だ北尾陽左右氏に對 し衷 心 よ り感 謝の 意 を表 する 。
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’

　　　　　　　　　　　　　 凹　版 　読 　明

1． ク ロ 7ナ パ チ が ウ マ t ヒ の 上 に 馬乘 り と な り將 に 尾端 の 針 を以 て 刺さ ん と ず る刹 那 。

2．集 室 内に 於 け る ク 卩 ア ナ パ チ の 繭 。

3． ク ロ ア ナ パ チ の 卵 を産附せ られ た 七 ス ヂ ツ ユ
ム シ 幼姦 。

4．　ク ロ ア ナ パ チ の 繭0

5・獲物 を食 ひ つ 噸 る ク ・ ア ナ ’・’チ 幼最 。

6・ 1 楽室 に ∬郭 らn た 獲物 。 左 よ IJ　L・・tS・EIの 獲物一i・に は 伽 ア ナ パ チ の 小 さ い 幼蟲

　 が 見 らわ る
。

の
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